
Ⅰ　はじめに
（１）問題の所在

日本の各地で伝承されている祭礼行事や民俗芸能は、さまざまな理由から重要なものと考え

られている。第一には、それらが日本や各地域の歴史・文化を理解するための重要な手掛かり

になるということがある。日本民俗学や、芸能史を含めた芸能研究は、こうした認識のもとに

きわめて分厚い研究成果を蓄積させている。第二には、経済活動としての重要性が注目されて

いる。祝祭の場である祭礼行事、観客が存在する民俗芸能は本来的に経済的な性格を帯びてい

るが、近年では観光振興・地域振興の文脈でとりわけ重要視されている1）。第三に、祭礼行事

や民俗芸能は、地域アイデンティティの核になりうるものであり、地域社会における社会的な

紐帯を形成しうるものとして注目されている。東日本大震災の発生による「ふるさと」の喪失は、

こうした祭礼行事等の性質を顕在化させた。

祭礼行事・民俗芸能の重要性は広く認識されていると考えられるが、それらの将来性は必ず

しも明るいとはいえない。人口減少地域において祭礼行事や民俗芸能の存続が危うくなってい

ることは、繰り返し指摘されてきたところであり2）、一般的にも実生活を通じて強く実感され

ている。さらに近年では、阿波おどり（徳島県徳島市）の累積赤字や、黒石寺の蘇民祭（岩手県

奥州市）の終了が報道された。このことで、多くの人口を有する都市の祭礼行事や、知名度が

あり参加者が日本全国から集まる祭礼行事であっても、資金面での問題や担い手不足の問題を

抱えていることが明らかとなった。祭礼行事・民俗芸能の維持・存続は、人口減少地域に限定

的な問題ではなく、多くの地域に共通する喫緊の課題であることが社会的に認識された出来事

といえる。

こうした祭礼行事・民俗芸能をめぐる状況を反映して、とくに2000年前後から、それらの

維持や存続に関する研究成果がさまざまな分野から提出されるようになっている。具体的には、

日本民俗学や芸能研究、文化人類学、社会学、地理学などの人文科学による成果はもちろん、

社会科学や自然科学からの研究成果も目にするようになった。研究成果の数も増加傾向にある

と実感しており、祭礼行事・民俗芸能の維持・存続の問題は、学際的な関心事の一つになって

いると推察している。しかし、その一方で、これら多数の既往研究を渉猟し、研究の学問分野

を越えた広がりの様子やそれらの研究成果を整理・検討したものは管見の限り存在しない。祭
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礼行事・民俗芸能の問題が表面化・深刻化し、研究が盛んに蓄積され始めて短くない時間が経

過した現在、いったん既往研究を整理することが今後の学術的議論、さらには実践的な場面で

の応用においても必要と考えられる。

（２）本稿の目的と研究方法

筆者は祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する研究を渉猟し、その学際的な展開状況や蓄

積された議論の内容を整理することが、今後の研究および社会的応用のために必要と考えてい

る。しかしながら、関連する既往研究の数は膨大であり、本稿のみでそれらを量・質の両面で

整理し終えることは紙幅の都合上難しいと考える。そこで、本稿では、個別具体的な議論の内

容、すなわち質的な側面にはなるべく立ち入らず、関連する研究の数量的な分析を中心として、

祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する研究の学際的な展開状況を把握することにする。

具体的には、筆者が独自に作成した関連する既往研究（著作・論文・記事）のリストをもとに、

①全体的および学問分野別の著作数の推移を分析し、この問題に関する関心の高まりと広がり

を明確化する（第Ⅱ章）。次に、②現段階における関連著作数の分野別構成比を示すとともに、

研究分野によるアプローチの多様性を具体的な研究テーマの例示から説明する（第Ⅲ章）。そし

て、③研究対象として取り上げられた祭礼行事・民俗芸能を一覧として整理し、当該研究の広

がりを空間的にも示したい（第Ⅳ章）。こうした一連の作業により、祭礼行事・民俗芸能の維持・

存続に関する研究の、学問分野をまたがる展開状況を概観できると考える。議論の内容にまで

踏み込んだ、祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する議論の質的な整理・検討は、本稿での

結果をふまえつつ、別稿で行うこととする。

なお、本稿での作業の基礎となる既往研究のリストは、以下の手順で作成した。

（ⅰ）�「祭」「行事」「芸能」の3ワードから選んだ一つと、「維持」「継承」「継続」「存続」「存立」

「保存」「伝承」「運営」の8ワードから選んだ一つを組み合わせ、国立情報学研究所「NII

学術情報ナビゲータ（以下、CiNii）」で論文・データを検索する（全24通りのワードでの

検索を実施、最終検索は2024年9月20日）。

（ⅱ）�検索結果から、祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する研究（著作・論文・記事）を抽

出し、書誌情報をリスト化する。一般書籍や一般雑誌に掲載の記事、学会発表時に作成

された要旨・予稿・抄録、行政等による無形民俗文化財の調査報告書は、基本的にこの

段階において対象から除外する3）。また、民俗的な行事や伝統芸能であっても、個人や

家に伝承されるもので、地域が実施・伝承の主体となっていないもの4）についても除外

の対象とする。

（ⅲ）�抽出されたそれぞれの書籍・論文・記事について、背景となる学問分野を特定し、リ

ストに情報として追記する。専門雑誌に掲載されている論文については掲載雑誌の学

問分野とし、書籍や紀要類に掲載されている論文については基本的に著者の専門分野

（researchmapや著者が所属する機関のHPなどを参照した）から適切なものを選択する。

複数の学問分野にまたがる内容の書籍・論文は「複合領域」に分類する。
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（ⅳ）�抽出された書籍・論文・記事の書名・タイトル（副題も含む）に研究対象とする祭礼行事

や民俗芸能の名称が含まれている場合には、それを伝承地（開催地）とともに書籍・論文

の情報に加える。ただし、「神楽」や「獅子舞」、「火祭り」など、広義の名称であり、具体

的な伝承地（開催地）が都道府県レベルでも特定できないものについては、情報としての

リストへの追記を行わなかった。

結果として、書籍59件、論文・記事594件の合計653件を抽出することができ、著者ないし編者、

出版社／収録雑誌、書名／論文タイトル、総ページ数／掲載ページ、刊行年、背景となる専門

分野、対象とする祭礼行事・民俗芸能の名称と伝承地（開催地）が、それぞれの情報としてリス

ト上に整理された。このリストを用いて上記①～③の分析・検討を行うが、書籍の数が多くな

いために、分析に際しては書籍と論文・記事とを区別しない。

なお、本稿の作業には幾つかの問題点があることも示しておきたい。第一の問題は、CiNiiと

いう単一の検索システムに依存し、かつ、限られた検索キーワードで表示された結果からの抽出

という点である。そのため、研究者には良く知られた既往研究が漏れている可能性もあるが5）、

リストへの採録基準の不明瞭化を避けるため、それらについてはあえて検討することをしな

かった。また、第二の問題として、（ⅳ）の作業が本文中まで及ばないことが挙げられる。作業

量の多さを考慮しての現実的な判断であるが、その結果として、既往研究で取り上げられた祭

礼行事・民俗芸能は実際よりも少なく提示される。これらの問題点から、本稿は研究の動向を

明らかにする「試み」の性格を有するといえる。

　　　　　　　  図　祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する著作数の推移
　　　　　　　  資料：CiNii検索結果より作成。

（件）
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 Ⅱ　全体および学問分野別にみた著作数の推移
（１）全体における著作数の推移

まず、基礎的な作業として、祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する研究の全体的な蓄積

状況を確認する。

筆者が作成したリストで最も古い著作が1966年の論文であるため、同年から5年刻みに著作

数の推移をグラフとして示した（図）。このグラフから、1990年代半ばまで、祭礼行事・民俗芸

能の維持・存続に関する著作の公表はあまり多くなく、研究は比較的低調であったことが分か

る。1995年までの著作数は53件であるため、平均してみれば10年間で17.7件という研究成果

の蓄積状況であった。しかしながら、その後、加速度的に研究の蓄積が進むことになる。1996

年から2005年までに公表された著作数は106件、2006年から2015年のそれは227件におよぶ。

さらに、2024年9月時点でCiNiiに掲載されている、2016年以降に公表された関連著作の数は

267件であるため、未だその研究成果の蓄積速度は上がり続けていることになる。

祭礼行事・民俗芸能の維持・存続の問題は身近に実感されるものであることから、高度経済

成長期以降の過疎化の進展とともに議論されてきた「古いテーマ」のような先入観がある。その

一方、こうした数量的な検討をすることによって、実は当該の問題が近年になって急速に議論

が進展している「ホットトピック」であることが理解できる。

（２）研究分野ごとにみた著作数の推移

次に、こうした研究成果の蓄積がどの分野によって、いつごろからなされてきたのかを確認

するため、学問分野ごとの著作の公表状況を確認する。表1は、図と同様、1966年から5年刻みで、

学問分野ごとに公表された著作数を整理したものである。

この表1をみると、第一に、祭礼行事・民俗芸能の維持・存続の問題に関係する学問分野の

多さに目が留まる。表1の縦軸には、現在までの研究蓄積が多い順番に学問分野を並べている

が、芸能研究、民俗学・人類学・宗教学から家政学、法学、複合領域にいたるまで20の学問

分野が並ぶ。そこには、教育学や体育学、工学や医学・看護学など、祭礼行事や民俗芸能とは

距離があると思われている学問領域も含まれている。このように、祭礼行事・民俗芸能の維

持・存続の問題は人文科学、社会科学、自然科学の枠組みを越えた、きわめて学際的なテーマ

なのである。ちなみに、「その他」に分類されたものの過半数（48件のうち26件）は、男鹿のな

まはげ保存伝承促進委員会『男鹿のなまはげ　その伝承と基盤を探る：なまはげシンポジウム』

（1997）など、地元団体や大学などの研究機関が刊行したシンポジウム等の報告書である。

そして、表1の各セルには数値（1分野の5年間の著作数）によって段階的（著作数1、2～5、6

～10、11～15、16以上の5段階）に色分けをしている（「その他」を除く）。これにより、研究分

野を超えた研究の広がりを視覚的・直感的に捉えることができる。つまり、筆者が作成したリ

ストに基づけば、祭礼行事・民俗芸能の保存・存続に関する研究は、社会学や教育学から成果

の蓄積が始まったが（1960～70年代）、とくに2000年前後から、それらに加えて民俗学・人類学・

宗教学、建築学・デザイン、地理学・地域研究が研究の中核を担うようになった。それと同時

に、2000年前後からは、多様な学問分野でも研究成果がみられるようになる。1990年代前半
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までには11の学問分野で研究成果がみられるに過ぎなかったが、2000年代前半までには17の

学問分野で研究の蓄積がなされた。このように、この問題への関心は、20もの学問分野で同時

並行的に高まったのではなく、幾つかの研究の核となる学問分野からその他の周辺的な学問分

野へ、タイムラグをもって広まったのである。

Ⅲ　関連著作の分野別構成比および特徴的な研究テーマ
（１）関連著作の分野別構成比

既往研究653件を研究分野ごとに集計し、現時点における研究蓄積の状況を整理したものが

表2である（二つの分野にまたがる研究成果をダブルカウントしているため、合計は書籍・論文・

記事の総数を上回る655件となっている）。

もっとも多くの研究蓄積を有するのは民俗学・人類学・宗教学であり（構成比22.0％、報告

数144件）、それに次いで建築学、社会学、教育学、芸能研究、地理学・地域研究、芸術学が

高い構成比となっている（いずれも7～8％台、報告数50件前後）6）。これらの学問分野には比較

的早くから研究の蓄積を開始した分野が多く、現時点における研究の中核を形成している。そ

の他、工学の構成比がやや高いものの（4.4％、報告数29件）、体育学、政策学、歴史学、経済学・

経営学、博物館学・アーカイブ学、観光学、心理学・社会心理学は構成比2％程度で、研究の

中核に対して周辺的な位置にあるといえる（報告数は10件台）。そして、日本文学・言語学、医学・

看護学、家政学、法学はいずれも構成比1％未満と低く、当該の研究においては周縁的な存在

となる（報告数10未満）。繰り返しになるが、周辺・周縁に位置する学問分野ほど、研究の高

まりの時期が遅いのが一つの特徴である。

（２）学問分野によるアプローチの多様性

ここまで祭礼研究・民俗芸能の維持・存続に関する研究の展開について分析を進めてきたが、

表2　分野別にみた関連著作の報告数と構成比

学問分野
報告数
（件）

構成比
（％）

学問分野
報告数
（件）

構成比
（％）

民俗学・人類学・宗教学 144 22.0 経済学・経営学 16 2.4
4.261学ブイカーア・学館物博5.865学築建
7.111学光観4.855学会社
5.101学理心会社・学理心8.715学育教
9.06学語言・学文本日2.774究研能芸

地理学・地域研究 47 7.2 医学・看護学 5 0.8
8.05学政家0.764学術芸
2.01学法4.492学工
7.111域領合複6.271学育体
3.784他のそ6.271学策政
0.001556計合6.271学史歴

資料：CiNii検索結果より作成。
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当該の研究には文化研究とは比較的距離のある、一般的には意外性のある学問分野も多く含ま

れている。教育学、工学、心理学・社会心理学、医学・看護学、家政学などがそれである。こ

れらの学問分野でなされた研究の内容を詳述することは本稿の目的の範囲を超えるが、祭礼研

究・民俗芸能の維持・存続をめぐる研究の学際性やアプローチの多様性を強調するために、い

くつかの学問分野から特徴的な研究テーマを紹介する。

まず、教育学においては、学校教育と地域の祭礼行事・民俗芸能との関りが重点的に検討さ

れている。これは、人口減少や成人による参加の減少を補うように、主に小中学生が各地の祭

礼行事・民俗芸能で重要な担い手になってきている現状を受けてのことである。三浦俊一ほか

「弘前ねぷた祭り運行団体と子ども・学校との関わりの現状と意識」（2009）は、そうした状況

を分析したものとして挙げられる。また、鈴木智恵「郷土の伝統芸能の継承と発展を目指した

教育実践：音楽劇づくりを通して」（2014）のように、教育活動を地域の祭礼行事や民俗芸能の

継承に生かしていこうとする研究も多数見られる。こうした傾向を同じくするのが家政学であ

る。そこでは、「学校」という枠組みは弱められるが、「子どもの発達」という面から地域の祭礼

行事・民俗芸能が取り扱われる。例として、山本和人ほか「青少年の学校外活動としての伝統

芸能の継承と普及：小木おけさ・子ども鬼太鼓の場合」（2004）を挙げる。ここでは、地域の伝

統芸能は「学校外活動」として位置づけられている。

次に、工学においては、先端情報技術を用いた祭礼行事・民俗芸能の伝承補助が研究テーマ

の多くを占める。たとえば、北川博美・磯本征雄「伝統芸能の保存と継承のためのデジタル・

コンテンツ提示手法の提案」（2004）が挙げられる。また、福森隆寛ほか「日本無形文化財のイ

ンタラクティブ音場体験システムの開発」（2015）のように、参加者や彼らの体験を広げる取り

組みもなされている。緑化工学からは、日高芙美ほか「伝統行事『鞍馬の火祭』で用いる森林の

柴採取ポテンシャルの評価」（2021）がみられ、森林資源の持続性という面から祭礼行事が検討

されている。なお、博物館学・アーカイブ学も同様の傾向があり、デジタルアーカイブによる

祭礼行事・民俗芸能の記録（祭礼行事・民俗芸能を支える技術的な部分も対象とされる）が中心

となっている。

そして、医学・看護学では、社会医学や地域住民のQOLといった文脈で地域の祭礼行事など

が取り上げられている。大木美穂ほか「コロナ禍における祭りの実態とその継承・発展に関す

る研究」（2023）は、コロナ禍における祭礼行事の中止や縮小が地域におけるソーシャル・キャ

ピタル醸成に負の影響があるとし、その継続の重要性を指摘している。また、呉地祥友里ほか「施

設ケア提供者の伝統行事への認識と高齢者ケアの実際：沖縄県宮古島の一介護老人福祉施設の

事例」（2010）は、施設に入居する高齢者の祭礼行事を含む伝統行事への参加ニーズを満たして

いくことが、彼らのQOLを維持するために必要としている。このように、医学・看護学では、

祭礼行事が人間の福祉に直接的に関わるものとして位置づけられている。それは、祭礼行事や

民俗芸能を地域経済の発展に資するものとして捉える向きのある観光学、経済学などとは全く

異なる捉え方である。

なお、「複合領域」として筆者が分類したものの中には、板谷（牛谷）直子ほか「『記憶地図』に
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表3　既往研究で取り上げられた祭礼⾏事・⺠俗芸能

資料：CiNii 検索結果より作成。
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表3　既往研究で取り上げられた祭礼⾏事・⺠俗芸能（つづき）

資料：CiNii 検索結果より作成。
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よる無形の文化遺産の現状と継承の課題：宮城県南三陸町志津川地区における地域の祭礼を事

例として」（2015）など、「記憶地図」を被災地の文化継承に役立てようとする研究が複数みられ

る。これらも独自性のあるアプローチとして注目される。

このように、同じように祭礼行事や民俗芸能の維持・存続を研究の対象としていても、学問

分野が違えばアプローチの仕方は大きく異なっている。ときには祭礼行事や民俗芸能をどのよ

うに位置づけるか、ということから差異が存在するのである。こうしたところに当該研究の学

際的な広がりと学術的な面白さを感じることができ、改めて学問分野を越えた研究成果の渉猟

と整理・分析の必要性を主張する根拠を見出すことができる。

Ⅳ　研究対象として取り上げられた祭礼行事・民俗芸能
以上のように、祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する研究は様々な学問分野で、多様な

アプローチを展開しているが、その研究対象はどこに求められてきたのであろうか。筆者が作

成したリスト全体の著作は653であるが、そのうち328に伝承地（開催地）が特定できる祭礼行

事・民俗芸能の名称が書名・タイトルに含まれている。それらを都道府県ごとに集計して、一

覧表にまとめたものが表3である。

表3によりまず気づかれることは、対象として取り上げられた祭礼行事・民俗芸能の種類の

数に地域的な偏りが大きいということである。全体的な傾向としては、京都府を除く近畿から

鹿児島県を除いた九州地方までの西南日本、東京都・埼玉県を除く関東地方にその数が少ない。

さらにいえば、筆者作成のリストにおいては、鳥取県、香川県の祭礼行事・民俗芸能を書名や

タイトルに含む書籍・論文・記事はなかった。それに対して、北海道および鹿児島県・沖縄県、

東京都、埼玉県、長野県、京都府で数が多くなっている。国土の南北地域はアイヌ文化、琉球

文化への特別な視線の存在、京都府については西日本の歴史・文化の中心地としての認識から

研究者の興味関心が集まったと推察される。こうした空間的な偏りは、取り上げられた回数（表

中の「報告数」の合計）においてもほぼ同様にみられる。

次に、それぞれの祭礼行事・民俗芸能に目を向けていくと、特定のものに対して注目が集

まっていることも読み取られる。もっとも取り上げられた回数が多いのは、愛知県奥三河地方

の花祭と京都府京都市の祇園祭である（ともに8回）。前者は、早川孝太郎『花祭』（1968）によっ

て早い段階から学術的な注目を集めてきた民俗芸能であり、後者はいうまでもなく全国的な知

名度を有する都市祭礼である。それらに次いで報告数が多いのは、広島県内の神楽（芸北神楽・

比婆荒神神楽など、7回）、大阪府内のだんじり祭（岸和田市など、6回）、宮城県仙台市のどん

と祭（6回）、青森県内のねぶた祭（青森市など、5回）、福島県内のじゃんがら念仏踊り（いわき

市など、5回）である。その一方で、報告数が1回の祭礼行事・民俗芸能も多く確認される。表

3には230の祭礼行事・民俗芸能があるが、実に183（79.6%）がそれに該当する。このことから、

研究者が取り上げる対象には地域的に偏りがあるだけでなく、特定の祭礼行事・民俗芸能に集

中しやすい傾向があるといえる。
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Ⅴ　おわりに
本稿では祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する研究を渉猟し、その学際的な展開状況に

ついての数量的把握を試みた。それにより、以下の4点が明らかになった。

・�祭礼行事・民俗芸能の維持・存続に関する研究は、とりわけ1990年代後半以降、加速度

的に成果が蓄積されている。

・�2000年前後から、当該の研究に関連する学問分野も拡大し、現在では人文科学、社会科学、

自然科学の枠を超えて、少なくとも20の学問分野で研究成果が蓄積されている。

・�学問分野によって祭礼行事・民俗芸能の捉え方が大きく異なる場合もみられ、その維持・

存続問題へのアプローチにも学問分野特有の傾向が確認された。

・�事例研究の研究対象として取り上げられた祭礼行事や民俗芸能には地域的な偏りや、特定

のものへの集中がみられ、研究の蓄積に濃淡が存在した。

以上の結果は、幾つかの作成上の課題を有する既往文献リストに基づいたものである。また、

研究対象として取り上げられた祭礼行事・民俗芸能についても、書籍・論文・記事の書名・タ

イトルに含まれるもののみを集計した。より正確な議論によって再検討される余地が残されて

いることを、本稿の最後に繰り返し記しておきたい。

注

１）�1992年における「地域伝統芸能等を活用した行事の実施による観光及び特定地域商工業の振興に関する法律」
（通称「おまつり法」）の制定は、こうした社会的動向の画期となった出来事である。

２）�たとえば、星野紘『村の伝統芸能が危ない』（2009）など。
３）�ただし、報告書であっても祭礼行事・民俗芸能の維持・存続を全体の主題としているものについては計上した。
４）�具体的には芸妓が習得・伝承する芸能、地域行事と結びついていない家元制度での能楽や歌舞伎、一般家庭
で実施される通過儀礼や先祖祭祀、年中行事などが挙げられる。

５）�たとえば、注2で挙げた星野紘『村の伝統芸能が危ない』（2009）も検索結果には含まれていなかった。
６）�建築学に多くの研究成果が蓄積されているのは、その下位分野として都市計画学や農村計画学が含まれてい
ることが大きい。
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